








































































































































































































































































































































































５ ４ ３ ２ １
③ 回答数 15 ７ 14 ０ １ 3．95
⑤ ３ 14 14 ３ ２ 3．27
⑥ 17 11 ８ ０ １ 4．16
資料２：アンケート結果（②、④、⑦）
質問 回　答（回答数）
②
伝統文化を勉強するため（13）
日本語を専門に学ぶものには不可欠だから（７）
日本語教師になるには欠かせないから（１）
古典文学を勉強するため（８）
日本語の理解を深めるため（７）
役に立つから（１）
わからない／無回答（２）
④
肯定的
古典文学を読むには欠かせないから（10）
現代日本語にも古典文法が含まれているから（３）
大学院の入学試験で出題されるから（２）
単位を取ることができる（１）
日本社会を理解するのに役立つ（１）
日本語自体をより深く理解できる（５）
８級試験で出題されるから（２）
知識を深める（２）
特殊な技能を身につけることができる（１）
中国の古典文法が役に立つから（１）
否定的
生活では役に立たないから（４）
役に立つかどうか、まだわからない
仕事に生かせないから（３）
興味がほとんどないから（１）
⑦
積極的
より多くの知識、新しい知識を身につけたいから（７）
担当教師が好きだから、担当教師が日本人だから（３）
現代日本語より特別の役割があるから（１）
古典文学が読みたいから（６）
古典文法に興味があるから（５）
古典文法は役に立つから（２）
古代の日本に興味があるから（２）
古典文法は面白そうだから（１）
消極的古典文法は役に立たないから（４）
必修授業だから（２）
よい成績を取りたいから（１）
教師が真面目に準備するから（１）
古典文法に興味がないから（３）
古典文法は難しそうだから（２）
古典文法の重要性を認識しているから（１）
８級試験のため（１）
日本語学習者のための古典日本語教育再考
－学習者・日本語教師・国語教師の視点から－ （春口　淳一）
－150－ －151－
長　崎　外　大　論　叢 第14号
資料３：『高等学校学習指導要領　国語　古典Ａ』
…
第５　古典Ａ
１　目標
古典としての古文と漢文，古典に関連する文章を読むことによって，我が国の伝統と文化に対す
る理解を深め，生涯にわたって古典に親しむ態度を育てる。
２　内容
　⑴　次の事項について指導する。
　　ア　古典などに表れた思想や感情を読み取り，人間，社会，自然などについて考察すること。
　　イ　古典特有の表現を味わったり，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解した
りすること。
　　ウ　古典などを読んで，言語文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について理解
すること。
　　エ　伝統的な言語文化についての課題を設定し，様々な資料を読んで探究して，我が国の伝
統と文化について理解を深めること。
　⑵　…⑴に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。
　　ア　古文や漢文の調子などを味わいながら音読，朗読，暗唱をすること。
　　イ　日常の言語生活の中から我が国の伝統と文化に関連する表現を集め，その意味や特色，
由来などについて調べたことを報告すること。
　　ウ　図書館を利用して古典などを読み比べ，そこに描かれた人物，情景，心情などについて，
感じたことや考えたことを文章にまとめたり話し合ったりすること。
３　内容の取扱い
　⑴　古文と漢文の両方又はいずれか一方を取り上げることができる。
　⑵　古典を読む楽しさを味わったり，伝統的な言語文化に触れることの意義を理解したりする
ことを重視し，古典などへの関心を高めるようにする。
　⑶　教材については，次の事項に留意するものとする。
　　ア　教材は，特定の文章や作品，文種や形態などについて，まとまりのあるものを中心とし
て適切に取り上げること。
　　イ　教材には，古典に関連する近代以降の文章を含めること。また，必要に応じて日本漢文，
近代以降の文語文や漢詩文などを用いることができること。
　　ウ　教材は，次のような観点に配慮して取り上げること。
　　　（ア）　古典を進んで学習する意欲や態度を養うのに役立つこと。
　　　( ｲ )　人間，社会，自然などに対する様々な時代の人々のものの見方，感じ方，考え方につい
て理解を深めるのに役立つこと。
　　　（ウ）　様々な時代の人々の生き方や自分の生き方について考えたり，我が国の伝統と文化に
ついて理解を深めたりするのに役立つこと。
　　　（エ）　古典を読むのに必要な知識を身に付けるのに役立つこと。
　　　（オ）　現代の国語について考えたり，言語感覚を豊かにしたりするのに役立つこと。
　　　（カ）　中国など外国の文化との関係について理解を深めるのに役立つこと。
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資料４：『高等学校学習指導要領　国語　古典Ｂ』
第６　古典Ｂ
１　目標
古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに，ものの見方，感じ方，考え方を広くし，古
典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。
２　内容
　⑴　次の事項について指導する。
　　ア　古典に用いられている語句の意味，用法及び文の構造を理解すること。
　　イ　古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえること。
　　ウ　古典を読んで，人間，社会，自然などに対する思想や感情を的確にとらえ，ものの見方，
感じ方，考え方を豊かにすること。
　　エ　古典の内容や表現の特色を理解して読み味わい，作品の価値について考察すること。
　　オ　古典を読んで，我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について理解
を深めること。
　⑵　⑴に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。
　　ア　辞書などを用いて古典の言葉と現代の言葉とを比較し，その変遷などについて分かった
ことを報告すること。
　　イ　同じ題材を取り上げた文章や同じ時代の文章などを読み比べ，共通点や相違点などにつ
いて説明すること。
　　ウ　古典に表れた人間の生き方や考え方などについて，文章中の表現を根拠にして話し合う
こと。
　　エ　古典を読んで関心をもった事柄などについて課題を設定し，様々な資料を調べ，その成
果を発表したり文章にまとめたりすること。
３　内容の取扱い
　⑴　古文及び漢文の両方を取り上げるものとし，一方に偏らないようにする。
　⑵　古典を読み深めるため，音読，朗読，暗唱などを取り入れるようにする。
　⑶　文語文法の指導は読むことの学習に即して行い，必要に応じてある程度まとまった学習も
できるようにする。
　⑷　教材については，次の事項に留意するものとする。
　　ア　教材は，言語文化の変遷について理解を深める学習に資するよう，文種や形態，長短や
難易などに配慮して適当な部分を取り上げること。
　　イ　教材には，日本漢文を含めること。また，必要に応じて近代以降の文語文や漢詩文，古
典についての評論文などを用いることができること。
haruguchi@tc.nagasaki-gaigo.ac.jp
日本語学習者のための古典日本語教育再考
－学習者・日本語教師・国語教師の視点から－ （春口　淳一）
